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４回目の 9 月 6 日に思うこと 
校長 中 嶋 清 人 

 ９月６日、胆振東部地震の日から４年が過ぎました。  

 保護者や地域の皆様の中には、暗い中で起こった大地震のことを思い出された方もいるので

はないでしょうか。ここ穂別は震源地から近く、大きな被害がありました。学校でも体育館の

窓枠ごと壊れるなどの被害がありました。 

 震災のあったこの日に、本校では避難訓練を実施しています。今年も地震を想定しての避難

訓練を実施しました。なぜこの日に避難訓練を実施したかというと２つの意味があります。1

つ目は、この大地震を風化させずに防災意識を高めること、２つ目は、心のケアにつながると

考えています。 

 このように考えるようになったのは、２０００年の有珠山噴火災害時に、噴石や泥流で校舎

が破壊された洞爺湖温泉小学校に勤務しており、そのときの経験がきっかけになっています。  

噴火災害のとき洞爺湖温泉地域は、学校だけではなく住宅や各種施設が軒並み大きな被害を

受け、子どもたちの約半数が住む家を失い、仮設住宅での生活を送っていました。また、学校

も全く使えない状態となり仮設校舎での学校生活を送っていました。当時、私は高学年の担任

をしていましたが、自宅がなくなったことを受け入れられず「家に帰る」ということを繰り返

し訴える子、毎日のように噴火の絵を描き続ける子など、災害が子どもたちの心に深い傷を残

していると思いました。心に傷を負った子どもたちの話を聞く中で、何もできない自分の不甲

斐なさを感じました。そのような中、神戸の震災チームや臨床心理士さんからたくさんのアド

バイスをもらいました。専門家から受けたたくさんのアドバイスの中から、特に心のケアの部

分では、次のようなお話をいただきました。 

 

災害が起きると大きなストレスを感じ、心の中に混乱が生じます。タンスの中をイメージし

てもらえばいいと思いますが、タンスの中は普通、シャツやズボン、下着など決まった場所に

決まった衣類をしまっていると思います。それが災害になるとぐちゃぐちゃになってしまいま

す。そのため、ぐちゃぐちゃになった衣類を整理するためには、一度、タンスの中の物を出し

てから整理するものです。心の中も同じであって、心の中のぐちゃぐちゃなものを語ることに

よって外に出し、整理しながらその事実を受け止めていくのです。  

 

災害のあった日は、災害のことを少しずつ思い出し、心のケアにつながる特別な日になりま

す。そのために、9 月 6 日に避難訓練を行うということは、とても大切な意味をもっています。 

保護者や地域の皆さんには、9 月 6 日の報道が流れると、当時のことを思い出し、「あの時

は、こうだったよね」などと口にすることはないでしょうか。そのこと自体が、災害を受け入

れるということにつながっています。 

避難訓練後、子どもたち数名が震災のことを私に話してくれました。４年経ったからこそ語

れることもたくさんあるのだろうと思いながら、「そうか、そんなことがあったんだ」などと

言いながら話を聞いていました。ちょっとした会話ですが、そのことが子どもたちの心のケア

につながればと思いました。 

 防災意識ということでは、避難訓練のときに、「家のいるとき、大きな地震が起きた場合は、

どうすればいいかおうちの人と話し合ってください」という宿題を出しました。お子さんとお

話ししたでしょうか。もし、まだの家庭があれば、大切な命を守るために、ぜひ、災害があっ

た場合の対応を話し合ってみてください。 



 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆９月の児童の様子をお知らせします！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ３日（月）Ｂ日課６時間授業  

 ４日（火）ホッピータイム  

      学芸会プログラム配付  

 ５日（水）Ａ日課５時間授業  

 ６日（木）学芸会児童公開日  

 ７日（金）フッ化物洗口   学芸会前日準備  

 ８日（土）学芸会保護者公開  

１１日（火）振替休業日（８日分）  

１２日（水）児童会後期任命式   Ｑ－Ｕテスト  

１３日（木）後期委員会①  

１４日（金）５年校外学習（夕張）  

      フッ化物洗口   

１８日（火）ホッピータイム  

１９日（水）音楽集会   代表委員会  

      ｺｵｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ（１，２，４年） 

      タブレット持ち帰りテスト  

２０日（木）ＳＣ来校  

２１日（金）４年校外学習（白老）  

      フッ化物洗口  

２４日（月）Ｂ日課６時間授業  

２５日（火）Ｂ日課   新入学児童就学時検診  

２６日（水）３年校外学習（千歳）   音楽集会  

      いじめ・学校生活アンケート実施  

２７日（木）６年修学旅行①（函館）  

２８日（金）６年修学旅行②（函館）  

       小中高連携プロジェクト（３年）  

「あゆみ」を配付しました 
 本日、通知表「あゆみ」を児童に配付しました。

前期（４月～９月）の学習の様子、生活の様子等

を評価し記載しています。ご家庭でご確認いた

だき、お子さんの半年間の頑張りを褒めていた

だくとともに、今後努力していくことを親子で

確かめていただくよう、お願いいたします。  

 通知表に関わって不明な点がありましたら、

各担任または学校（４５－３３２１）までお問い

合わせ願います。  

 また、健康カードも配付しています。お子さん

の成長の様子をご確認ください。  

 「あゆみ」と健康カードについては、１０月７

日（金）までに担任へ返却してください。どちら

も、保護者の押印は必要ありません。  

 ４年「むかわ学」  

 穂別博物館の櫻井館長を講師に迎え、化石発掘体験、化石クリーニング
体験を行いました。化石を掘るというのはとても貴重な体験です。学習を
通して、ふるさと穂別への愛情を深めてほしいと思います。  

 「クラブ活動」  
 ４～６年生を対象に、今月は２回行いまし
た。１学期に話し合って立てた計画をもとに、

みんなが生き生きと活動しています。今年度は
あと３回の予定です。  

寄贈、ありがとうございました！ 

 町内の遠藤建設さんから、デジタルカメラ

（防水防塵タイプ）とマイクロＳＤカード２セ  

ット、カラープリンター１台  

とインク２セットを寄贈して  

いただきました。授業や校外  

学習など教育活動に活用させ  

ていただきます。  

 ５年「防災学習」  

 北海道開発局室蘭開発建設部の皆さん

を講師に、穂別地区のハザードマップを

教材として学習しました。災害時にどこ

に避難するのが適切か、一人一人が真剣

に考えていました。  


